

















































































































































































































































そ ル,け）〆，ｔ‘さきだ：）しか げ，fｊこえ ／Ｋ
夫れ神とは、天地に先て而も天地を定め、陰陽に超て而も陰陽成
心)b) いｉｆ,.Lぶつ
す。天地に在ては神と云ひ、萬物に在ては霊と云ふ゜人に在ては心
と云ふ゜心とは神なり。（吉田兼倶「神道大意｣）
この世界がはじまるに先だって存在し、この世界を今ある姿に整えた
もの、陰陽という始源的な秩序を超越しつつその秩序を体現して成立せ
しめたもの、それが神である。したがって、形而上から形而下に至るま
で、あらゆるものの、その根元には神が存在している。心とは、人に宿
った神に他ならない、というのが「神道大意」における心である。ここ
では人の主体としての自己と乖離するものとしての心は、人を完全に超
え出るものとして存在する神と捉えられている。これまでに見た振れ幅
の中でいえば、自己がいかなるありようをしようともゆろがない、「葉
隠」の感覚に近い心観であるといえよう。一方で「神道大意」には次の
ような文言もある。
じつげつ 二んｌＬ： ．l~なＩ１
日月は天地の魂槐なり、人の魂槐は則ち日月二神の霊`性なり。
L-Io主
故に神道とは、心に守る道なり。心動く時は魂槐乱れ、心静る時
〃、< 二ｊｌ さじんし「上
は魂ﾛ鬼隠るなり。是を守る時は鬼神鎮るなり、是を守らぬ時は鬼
，ｽよだれ オ」 た二しん
神舌して災難をこる。唯だ己心の神を祭るに過ぎたるはなし。（同）
この世の森羅万象、ものごとの吉凶禍福は、心として宿った神が荒ぶ
るか鎮まるかによって生じてくる。したがって自分の心を祭る、すなわ
ち心が動揺しないように守り続けることが、すなわち神を祭るというこ
とに他ならない、と言われている。心を守り続けることを怠れば、神が
荒ぶりたたるように、身の回りには災厄が生じてくる。主体は心に鎮ま
るよう働きかけねばならないというのは、これまでの振れ幅でいえば『発
心集」的な心観に近接していると言えるだろう。『神道大意」において
は、神というものを媒介にすることによって、日本人が抱いた心につい
ての振れ幅の両極端を包含する心観を提出している。
－４７‐
シンポジウム「こころ」をめぐって（加藤・杉本・木澤）
ここで注目されるのは、個々人のものにすぎない心が、世界・万物の
根元である神を通じて、自己を超え出る普遍原理との連絡を担保し、あ
るいは自己をとりまく世界・環境に影響を与えていくものとして捉えら
れているということである。すなわち、心は局限された人の内面のみに
留まるものではない、という発想が生じているのである。自己という限
られたものと、その限界に留まらない心、この相違が、自己と心との乖
離の感覚を生じさせる原因の一つであると考えられる。もう一つ用例を
見ておこう。
六、普遍に由来する、天としての心
一江戸儒学の一例
江戸時代後期の儒学者、佐藤一斎（1772-1859）の「言志録」の中に
も、心が個人という限界を超えていく可能性について言及している「心」
という言葉の用例が随所に見いだされる。以下はそのうちの一例である。
１１いＬＬうふｌ：い い））Ｉｊそな 【ｆ／ししい’’たい-1.
この心、霊昭不味|こして、衆理具はりて万事出づ゜果して何れよ
れ ささ い１．ヒニノ）｜ｉ・）さい
りしてこれを得るや。吾が生の前、この心何れの処Iこか放在せし。
ぼっ きＬｂｂ< １１ﾉーｌｌ－ｂ、ｉ１．つ
吾が段するの後、この心何れの処にかり帛宿せん。果して生残あるか、
０)んｏ)ん ，ｉｊ０)－１゜か」ｊそ
なきか。着想ここに到りて、凛凛として自ら'賜る、吾が心即ち天
なるを。（佐藤一斎「言志録」一九八）
（！いざ
朱子学の修法である「静坐」をしつつ、自分の心に宿る理を追窮して
いったとき、自分の生前、死後の心のありか、そもそも心に生没がある
のか、そうしたことが問われてくる。これらの問いは容易に答えの与え
られる問いではない。ただ問いという形をとった着想がある地点に到達
したとき、それら問いに対する答えという形ではなく、心に対し恐れ慎
まねばならない心持ちが生じてくるという。それは、自分の心は天に他
ならないという確信によってである。この発想は、自分の心に神を見、
自分の心をそのつどそのつど祭ることを勧励する兼倶の発想とも類似し
ている。
－４８‐
シンポジウム「こころ」をめぐって（加藤・杉本・木澤）
－斎は人間の身体を「躯殼」という言葉を用いて論じる。「躯殼」ゆ
えに現実の存在者としての人には欲や不純さが生じる。「躯殻」は人の
有限性そのものである。さりとて「躯殼」なき人はもはや人ではない。
「躯殻」があるがゆえにいかばかりかの善行も為しうる。「躯殼」をは
じめとする色形をふるい落とす営みが、「静坐」であり、問い続けると
いう窮理である。そうした営みによって、必ずしも問いに一定の答えが
得られるわけではない。しかし、「躯殼」という限界を超え出る、天と
しての心が、光明として感得されるというのである。心が天であるとい
う確信は、いわば自己の有限`性を突破する可能性があることを感得する
ことである。
神道や儒教の心の用例が示唆するのは、心が単に不如意なものとして
あるのみならず、自己の限界を超えて自己を取り巻く世界へと関わって
いくものとして見いだされている、ということである。最後に、心とい
うものが大きく振れ幅をもつ意味を包含し得た理由、人々がそのような
ものとして心を捉えることで期待したものについて、まとめておく。
七、日本人にとっての心その豊かさの根底
なぜ、日本人の心観のなかには、己の内なる己ならざるものという感
覚がありえたのか、それは次のようにいえよう。人は個として存在する。
個であるということは、有限な存在であり、非力である。個であること
が苦悩の根元であったとしても、人は個であることをやめることはでき
ない。しかし、こうした個としての限界を突破しうるわずかな可能性が
あるとするならば、それは心によってなされるのではないかと予感され
る。このかすかな予感にすぎないものを無意識のうちに先取りして、己
に回収しきれない部分を持つものとして、心は捉えられていたのではな
いかと考えられる。
かつての日本人たちは、そのような心というものに、向き合い続け、
問い続け、祈り続けるという営みを重ねてきた。これは心が人の個であ
るという限界を超えうるものであったとしても、それはいつも超え出る
ことを達成しているものではなく、つねに中途でしかない、超えつつあ
－４９‐
シンポジウム「こころ」をめぐって（加藤・杉本・木澤）
るというものにすぎないということである。心がより広く、完全に、自
己という限界を超え出るように、人々はさまざまな立場から、さまざま
な限界の意識から、心について問い続けた。その複雑多様な問いの集積
が、現代のわたしたちの前に残されている「心」という言葉の意味の多
様さの根底にある。それは、「心」という言葉を突き詰め、理論化し、
整理して定義することを怠ったゆえの暖昧さであるともいえる。しかし
それ以上に、この「心」という言葉の広がりの豊かさのゆえに、今日に
生きるわたしたちもまた、その言葉を手がかりに自己や世界について恩
索することが許されているということにこそ注目すべきであろう。
‐５０‐
